















































図 1 疑似体験から自主防災活動にいたる４段階 
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問　② 問　③ 問　④ 問　⑤ 文字数
平　　均 3.54217 2.52439 4.73171 4.15663 51.38095
標準誤差 0.10470 0.11409 0.05220 0.08653 4.59105
中央値：メジアン 4 2 5 4 42
最頻値：モード 4 2 5 4 0
標準偏差 0.95383 1.03310 0.47268 0.78836 42.07764
分　　散 0.90979 1.06730 0.22343 0.62151 1770.52783
尖　　度 －0.03124 －0.08392 0.89170 2.69766 0.31138
歪　　度 －0.59860 0.72501 －1.41990 －1.20546 0.92639
範　　囲 4 4 2 4 164
最　　小 1 1 3 1 0
最　　大 5 5 5 5 164
合　　計 294 207 388 345 4316
標 本 数 83 82 82 83 84
問　② 問　③ 問　④ 問　⑤ 文字数
問　② 1
問　③ －0.37 1
問　④ 0.06 －0.02 1
問　⑤ －0.05 0.03 0.41 1
文字数 0.06 0.05 0.19 0.13 1
表２　相関係数（全標本）
出所：筆者作成
問　② 問　③ 問　④ 問　⑤ 文字数
問　② 1
問　③ －0.17 1
問　④ 0.39 －0.20 1
問　⑤ －0.02 －0.07 0.60 1




























































































































114 ＊ ＊ ＊
ニュースでしか見たことない貴重なお話を聞かせていただき有難うご






158 ＊ ＊ ＊
今まで自分の近くに人がいるのは当たり前だと思ってました。しかし、





防災意識をもっと高めないといけないと感じた。 22 ＊ ＊
今まで自分が何も考えず何もせずに、ただダラダラと生きてたことが
















た。 33 ＊ ＊
震災・被災で失ったことがない分、失うことが怖く思った。失わない
ために念を入れなきゃ。 42 ＊ ＊
会いたくても逢えないことの辛さ、いつもの習慣、たまたましなかっ












65 ＊ ＊ ＊
時間が経って世間の関心が薄れてしまわないよう、常に高い意識を持
















164 ＊ ＊ ＊
災害について何も知らなかったと改めて思わされました。 26 ＊
北九州市でのハザードマップの再確認と家の備品の入れ替え。備えよ
常に！ 34 ＊ ＊
今日、震災があった時に話を聞いて、家に帰って家族に話して、防災
準備をしておこうと思った。 44 ＊ ＊
「希望」があることに驚いた。悲しみは乗り越えられないものという










81 ＊ ＊ ＊








事一事を心に刻みました。 43 ＊ ＊
人ごとといつも思っていましたが、それではダメなんだなと思いまし










最初の小学生の句は悲しかったです。 17 ＊ ＊
実際に被災されたお話を聞いて、これまで以上に防災について考える
ことができました。 40 ＊ ＊
「対立を調和にしてハーモニーにする」と言うのは心に響きました。 31 ＊ ＊
うまく言葉に表せません。大切な人を亡す辛さはよくわかります。そ
れゆえに言葉にできません。 44 ＊ ＊
自分の意識の低さを実感しました。無駄なことになったとしても、準






66 ＊ ＊ ＊
津波や地震が起こったとき避難を考えておきたいです。 25 ＊ ＊
































71 ＊ ＊ ＊
今度、南海トラフが起こりそうになった時に、防災意識を持って行動
しようと思いました。 41 ＊ ＊











3.11 のことを忘れないようにしたいです。 21 ＊ ＊
自分の地域には災害がおこらないで欲しいと思った。 24 ＊
備えを十分にしようと思った。いまを全力で楽しく生きようと思った。 32 ＊




67 ＊ ＊ ＊
命の大切さが改めてわかった。 14 ＊ ＊
自分の知らない世界があった。そのことを知ったいま、何か行動に起
こさないとと強く思った。 43 ＊ ＊ ＊




りました。 36 ＊ ＊
災害にあったのはだいぶ前の事なので、防災意識が薄れていたなと感
じました。 36 ＊ ＊
いつ何が起こるかわからないので、対策や準備を整えたいと思います。 32 ＊ ＊






156 ＊ ＊ ＊
防災についての考えが変わりました。 17 ＊
家に帰ったら、自分の家で、住んでいる地域で危険なところはないか、
もし地震が起きたらどうするかを具体的に考えていこうとい思いまし
た。
65 ＊ ＊
私は熊本地震を体験しました。私の住んでいる地域は被害が少なく、
私自身、前と変わらない生活を１か月後には送れるようになりました。
「温度差」という言葉が、とても心にグサッときました。何を言えば
いいのか良く分からないのですが、お話を聞いて涙が止まりませんで
した。
128 ＊ ＊
